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（写真はしらはたこども園）

4 月11日、市内のこども園・4月11日、市内のこども園・
幼稚園で入園式が行われました。幼稚園で入園式が行われました。
これからどんな楽しいことがこれからどんな楽しいことが
待っているかな？待っているかな？

入園おめでとう入園おめでとう



庁舎の管理や広報、市税の賦課徴
収、戸籍などの市役所の全般的な
仕事にかかる経費です。

児童、高齢者などの支援や
障害者福祉などにかかる経
費です。

健康増進やゴミ処理に
かかる経費です。

農林水産業の振興など
にかかる経費です。

商工業の振興、中小企業
の支援、観光の振興など
にかかる経費です。

道路や公園などの整備や
維持にかかる経費です。

消防や防災対策に
かかる経費です。

学校の整備・管理、生涯
学習、スポーツ振興など
にかかる経費です。

市債の返済金です。

予測できない支出に備え
て計上される経費です。

議会の運営などに
かかる経費です。

一　般　会　計　歳　出

議会費
2億2,424万円（1.1％）

総務費総務費
29億4,513万円29億4,513万円
（13.9％）（13.9％）

民生費民生費
67億2,070万円67億2,070万円
（31.7％）（31.7％）

衛生費衛生費
18億6,875万円18億6,875万円
（8.8％）（8.8％）

農林水産業費
7億6,468万円（3.6％）

注） 表示単位未満四捨五入の
ため、積み上げが一致し
ない場合があります。

商工費
2億1,997万円（1.0％）

土木費土木費
18億7,020万円18億7,020万円
（8.8％）（8.8％）

消防費
11億8,058万円（5.6％）

教育費教育費
29億84万円29億84万円
（13.7％）（13.7％）

公債費公債費
24億7,291万円24億7,291万円
（11.7％）（11.7％）

予備費
5,000万円（0.2％）

歳出合計
212億1,800万円

一般会計予算の概要

　歳出については、昨年度に比べ、総務費が（仮称）蓮沼タワー整備事業の減額などにより13億
1,612万円減額、教育費が山武中学校グラウンド等改修事業の増額などにより４億3,119万円増
額しています。
　歳入については、昨年度に比べ、財政調整基金の繰入額（取崩し額）の減額に伴う繰入額の減
額や地方交付税の減額を見込んでいます。

平成30年度に実施する主な事業（予算科目順）

蓮沼交流センター管理運営事業 5,440万円
障害者自立支援事業 9億9,957万円
地方独立行政法人さんむ医療センター運営事業 3億3,351万円
経営所得安定対策推進事業 7,694万円
松尾駅周辺排水対策事業 2億9,739万円
蓮沼ホ・蓮沼イ線外防災ネットワーク道路整備事業 2億1,448万円
津波避難施設整備事業 6,091万円
成東学校給食センター施設管理運営事業 2億5,679万円
山武中学校グラウンド等改修事業 1億5,329万円
　また、自治会等が行う防犯カメラの設置への助成事業、不妊治療の経済的負担の軽減を図る
特定不妊治療費助成事業、産婦への産後の支援を行う産後ケア事業等が、新たに実施されます。

212億1,800万円を可決
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■平成30年度各会計予算額

会計区分 一般会計 特別会計

公営企業
会計

国民健康保険
（事業勘定）

国民健康保険
（施設勘定）

後期高齢者
医療 介護保険

組合立国保
成東病院事業
清算事務

地方独立行政
法人さんむ
医療センター
公債管理

農業集落排水
事業 水道事業

予算額 212億
　1,800万円

130億
　3,120万円

70億
　8,270万円

1億
　3,930万円

5億
　6,910万円

46億
　3,000万円

2億
　1,070万円

1億
　2,340万円

2億
　7,600万円

6億
2,981万円

前年対比 △9億
1,800万円

△19億
3,309万円

△21億
6,860万円 △370万円 7,020万円 1億

7,300万円 △930万円 31万円 500万円 △620万円

191億8,275万円

179億1,801万円
うち財政調整基金残高
57億4,977万円

（平成30年3月末　一般会計分）

213億
3,400万円

平成26年度

2,300,000

2,250,000

2,200,000

2,150,000

2,100,000

2,050,000
平成27年度

225億
9,500万円

平成28年度

213億
9,800万円

平成29年度

221億
3,600万円

平成30年度

212億
1,800万円

市　債

基　金

市民税（個人・法人）、固定資
産税、軽自動車税などです。

事業にかかる経費の一部を受益
の程度に応じて利用者に負担し
ていただくお金です。

施設の利用や証明書を発行
した際にいただくお金です。

各種基金を取り崩して
使うお金です。

各種団体からの補助金や前年
度からの繰越金などです。

市の財政状況などにに応じて
国から交付される交付金です。

特定の事業を行うために
国や県から交付される補
助金です。

事業を行うために国や
銀行から借り入れるお
金です。

地方譲与税、地方消費
税交付金、ゴルフ場利
用税交付金などです。

一　般　会　計　歳　入

自主財源自主財源
77億9,077万円77億9,077万円
36.7％36.7％

依存財源依存財源
134億2,723万円134億2,723万円
63.3％63.3％

地方交付税地方交付税
65億3,078万円65億3,078万円
（30.8％）（30.8％）

市税市税
55億3,674万円55億3,674万円
（26.1％）（26.1％）

歳入合計
212億1,800万円

平成30年度 一般会計当初予算
「誰もがしあわせを実感できる独立都市さんむ」の実現に向け 

分担金及び負担金
2億6,256万円（1.2％）

使用料及び手数料
1億6,857万円（0.8％）

繰入金
8億3,087万円（3.9％）

諸収入など
9億9,203万円（4.7％）

国・県支出金国・県支出金
34億2,915万円34億2,915万円
（16.2％）（16.2％）

市債市債
21億4,630万円21億4,630万円
（10.1％）（10.1％）

その他交付金など
13億2,100万円（6.2％）

市債と基金の状況 ５年間の一般会計予算の推移
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＜議案等の審議結果一覧＞

議　案
第 1号 承認

専決処分の承認を求めることについて（山武市税条例の一部を改正する条例の
制定について）
地方税法施行規則の一部改正に伴い、市税条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号 可決

山武市防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定について
市が防犯カメラの設置を進めていくうえで、その管理運用において、プライバ
シーや個人情報の保護への配慮が必要となることから、本条例を制定するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号 可決

山武市中小企業振興基本条例の制定について
中小企業者等は、自らがその経営力の向上に努め、市民や地域社会から信頼さ
れるよう責任と役割を果たし、市は、中小企業の振興を市政の重要課題と位置
づけ、地域社会が一丸となって中小企業の振興に取り組むため、本条例を制定
するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号 可決

山武市蓮沼中央会館条例を廃止する条例の制定について
蓮沼交流センター内に、新たに蓮沼公民館を設置することから、本条例を廃止
するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 5号 可決

山武市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
「個人情報の保護に関する法律」及び「行政機関の保有する個人情報の保護に
関する法律」が平成29年5月30日に施行されたことに伴い、本条例の一部を
改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 6号 可決

山武市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
市が行う事務において、特定の個人を識別するための番号（マイナンバー）の
利用事務を追加することに伴い、個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する事項について規定するため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 7号 可決

山武市コミュニティ施設条例の一部を改正する条例の制定について
松尾町下野区及び下武射区にある集会場を、コミュニティ施設として位置付け
るため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 8号 可決

山武市安全で安心なまちづくり推進条例の一部を改正する条例の制定について
自治会等が、市に対し設置を要望する防犯設備の対象範囲の拡大及び支援につ
いて規定するため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 9号 可決

山武市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
地方公務員法の改正により、分限事由の明確化と職員の意に反する降給事由等
について規定するため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第10号 可決

山武市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
市議会議員の期末手当について、一般職職員の期末手当・勤勉手当の年間支給
月数の改定と合わせるため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第11号 可決

山武市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
特別職の期末手当について、一般職職員の期末手当・勤勉手当の年間支給月数
の改定と合わせるため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第12号 可決

山武市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
平成29年度の人事院勧告及び千葉県人事委員会勧告に鑑み、一般職職員の給
料月額の引上げ等について、関係条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第13号 可決

山武市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する
法律が、平成27年５月29日に制定され、本年４月１日から国民健康保険事業
の運営に都道府県が関わることに伴い、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号 可決

山武市国民健康保険財政調整基金条例の一部を改正する条例の制定について
平成30年度から、都道府県が国民健康保険財政の運営主体となることにより、
市町村国民健康保険の保険給付費の財源となる国民健康保険給付費等交付金が
交付されるなどの制度改正の影響により、現行の基金の用途に変更が生じるた
め、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号 可決 山武市学童クラブ条例の一部を改正する条例の制定について

学童クラブの利用対象範囲を拡大するため、本条例の一部を改正するもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第16号 可決

山武市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部改正に
より、保育所等の入所資格確認に係る基準について、支給認定証の任意交付化
に伴う改正がなされたことに伴い、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第17号 可決

山武市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する
法律が、平成27年５月29日に制定されたことに伴い、本条例の一部を改正す
るもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第18号 可決

山武市在宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者福祉手当支給条例の一部を
改正する条例の制定について
在宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者福祉手当を、山武郡市内の市町と
要件を合わせるため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第19号 可決

山武市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する
法律が、平成27年５月29日に制定され、本年４月１日から国民健康保険事業
の運営に都道府県が関わることに伴い、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　平成30年第１回定例会が、２月21日から３月14日まで、
22日間の会期で開かれました。市長から議案40件、報告
１件の提出があり、議案については、原案のとおり可決
されました。
　また、今回提出された、請願１件及び陳情２件は、そ
れぞれ採択されました。

３月定例会３月定例会

○＝賛成、×＝反対　　  ※越川　哲（議長）は採決に加わりません。
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市
川　

陽
子

本
山　

英
子

長
谷
部
竜
作

大
塚　

重
忠

大
川　

義
男

宍
倉　

弘
康

八
角　

公
二

並
木　

幹
男

＜議案等の審議結果一覧＞

議　案
第20号 可決

山武市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
平成30年度から平成32年度までの介護保険料の見直し、介護保険法施行令及
び介護保険法施行規則の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第21号 可決

山武市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部
を改正する条例の制定について
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、本条例の
一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第22号 可決

山武市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
都市公園法及び都市公園法施行令の一部改正に伴い、都市公園内の運動施設の
割合及び公園の占用料などを規定するため、本条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第23号 可決 市道路線の廃止について

道路法の規定により、市道1路線を廃止するもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第24号 可決 市道路線の認定について

道路法の規定により、市道1路線を認定するもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第25号 可決

平成29年度山武市一般会計補正予算（第5号）
既定の歳入歳出予算額に11億2,644万8千円を追加し、歳入歳出予算総額を
235億1,458万3千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第26号 可決

平成29年度山武市国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
事業勘定は既定の歳入歳出予算額から4億1万7千円を減額し、歳入歳出予算総
額を89億5,378万7千円とし、直営診療施設勘定は既定の歳入歳出予算額から
399万9千円を減額し、歳入歳出予算総額を1億3,962万9千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第27号 可決

平成29年度山武市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
既定の歳入歳出予算額に452万6千円を追加し、歳入歳出予算総額を5億342
万6千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第28号 可決

平成29年度山武市介護保険特別会計補正予算（第3号）
既定の歳入歳出予算額から4,336万5千円を減額し、歳入歳出予算総額を46
億6,163万4千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第29号 可決

平成29年度山武市組合立国保成東病院事業清算事務特別会計補正予算（第1号）
既定の歳入歳出予算額に77万7千円を追加し、歳入歳出予算総額を2億2,077
万7千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第30号 可決

平成29年度山武市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）
既定の歳入歳出予算額から240万6千円を減額し、歳入歳出予算総額を2億
6,859万4千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第31号 可決

平成29年度山武市水道事業会計補正予算（第1号）
収益的収入は既定の予算額から466万5千円を減額し、総額を4億4,763万9
千円とし、収益的支出は既定の予算額から305万6千円を減額し、総額を4億
1,609万1千円とし、資本的支出は既定の予算額に10万4千円を追加し、総額
を2億1,697万1千円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第32号 可決 平成30年度山武市一般会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ212億1,800万円とするもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第33号 可決

平成30年度山武市国民健康保険特別会計予算
事業勘定は歳入歳出予算の総額を70億8,270万円とし、直営診療施設勘定は
歳入歳出予算の総額を1億3,930万円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第34号 可決 平成30年度山武市後期高齢者医療特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ5億6,910万円とするもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第35号 可決 平成30年度山武市介護保険特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ46億3,000万円とするもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第36号 可決 平成30年度山武市組合立国保成東病院事業清算事務特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ2億1,070万円とするもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第37号 可決 平成30年度山武市地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ1億2,340万円とするもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第38号 可決 平成30年度山武市農業集落排水事業特別会計予算

予算の総額を歳入歳出それぞれ2億7,600万円とするもの ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第39号 可決

平成30年度山武市水道事業会計予算
収益的収入を4億3,638万1千円、収益的支出を3億7,716万4千円とし、資
本的収入を615万6千円、資本的支出を2億5,265万円とするもの

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第40号 可決 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　告
第 1号 報告 専決処分の報告について（学校給食費滞納者に対し支払いを求める訴えの提起

について） 報告のみ（採決なし）

請　願
第 1号 採択 精神障害者も千葉県重度心身障害者医療費助成制度の対象とする意見書の千葉

県への提出を求める請願書 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　情
第 1号 採択 山武市における、受動喫煙防止対策に関する陳情書 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　情
第 2号 採択 山武市における、受動喫煙防止対策に関する陳情書 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案
第 1号 可決 精神障害者も千葉県重度心身障害者医療費助成制度の対象にすることを求める

意見書 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度一般会計予算額
212億1,800万円に決定！

３月定例会３月定例会

○＝賛成、×＝反対　　  ※越川　哲（議長）は採決に加わりません。

山武市議会だより第48号　 平成30年 5月 1日5



本会議で審査報告をする宍倉委員長

予算審査特別委員会の様子（総務部等）

予算審査特別委員会の様子（教育部）

●
経
済
環
境
部
所
管
部
分

問問　
不
法
投
棄
の
推
移
は

ど
う
か
。

答答　
不
法
投
棄
監
視
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
で

は
、
不
法
投
棄
の
件
数
は
、

平
成
26
年
度
、
１
４
８
件
、

平
成
27
年
度
、
１
２
５
件
、

平
成
28
年
度
、
１
２
３
件
、

平
成
29
年
度
２
月
末
現
在
で

１
１
１
件
で
す
。

問問　
有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ

い
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
件
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

答答　
平
成
27
年
度
、
４
頭
、

平
成
28
年

度
、
10
頭
、
平

成
29
年
度
、
20

頭
で
す
。

●
都
市
建
設
部
所
管
部
分

問問　
市
民
が
、
空
き
家
の

活
用
を
希
望
す
る
場
合
、

市
で
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え

る
の
か
。

答答　
空
き
屋
の
所
有
者
の

意
向
を
確
認
し
た
上
で
、

双
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問問　
成
東
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

に
つ
い
て
、
朝
・
夕
は
、

待
機
す
る
車
で
混
雑
し
て
い

る
状
況
だ
が
、
待
機
場
所
を

増
や
す
予
定
は
あ
る
か
。

答答　
市
で
所
有
し
て
い
る

用
地
に
余
分
が
な
い
た

め
、
現
在
は
待
機
場
所
を
増

や
す
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
教
育
部
所
管
部
分

問問　
青
少
年
ス
リ
ラ
ン
カ

派
遣
事
業
に
つ
い
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も
、

事
業
を
継
続
す
る
の
か
。

答答　
子
ど
も
た
ち
に
非
常

に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
市
の
レ
ガ
シ
ー
と

も
考
え
ら
れ
る
事
業
の
た
め
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
も
、
継

続
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

問問　
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
の
内
容
は
ど
う
か
。

答答　
平
成
30
年
度
は
、
夫

婦
と
も
に
、
婚
姻
日
に

お
け
る
年
齢
が
34
歳
以
下
で
、

世
帯
の
所
得
が
３
４
０
万
円

未
満
で
あ
る
新
婚
世
帯
に
対

し
、
住
居
費
と
引
越
し
に
係

る
費
用
を
、
30
万
円
を
限
度

と
し
て
補
助
し
ま
す
。

●
市
民
部
所
管
部
分

問問　
区
、
自
治
会
が
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
際

の
、
助
成
額
は
い
く
ら
か
。

答答　
１
台
に
つ
き
20
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
。
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

２
分
の
１
を

県
の
補
助
金

で
対
応
し
ま

す
。

問問　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
て
い
る
が
、
事

業
が
完
了
す
る
の
は
い
つ
頃

か
。答答　

平
成
31
年
度
中
の
、

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率

１
０
０
％
を
目
指
し
、
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
保
健
福
祉
部
所
管
部
分

問問　
学
童
保
育
の
事
業
内

容
は
ど
う
か
。

答答　
13
あ
る
小
学
校
区
単

位
で
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
、
小
学
校
全
学

年
で
、
現
在
４
２
６
名
の
児

童
が
、
利
用
し
て
い
ま
す
。

問問　
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
の
内
容
は
ど
う
か
。

答答　
小
学
生
と
中
学
生
を

対
象
に
、
夏
休
み
期
間

や
、
放
課
後
に
学
習
支
援
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
委
託
先

と
し
て
は
、
学
校
職
員
の
Ｏ

Ｂ
等
で
構
成
さ
れ
る
、
N
P

O
法
人
教
育
サ
ポ
ー
ト
Ｇ
Ａ

Ａ
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　　

審　

議　

結　

果　
　

議
案
第
32
号
、
議
案
第
33
号
、

議
案
第
34
号
、
議
案
第
35
号
、

議
案
第
36
号
、
議
案
第
37
号
、

議
案
第
38
号
、
議
案
第
39
号

（
原
案
可
決
）

　

特
別
委
員
会
質
疑
要
約　

●
総
務
部
所
管
部
分

問問　
成
田
空
港
周
辺
対
策

交
付
金
が
、
前
年
度
比

で
６
８
０
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
理
由
は
何
か
。

答答　
昨
年
度
は
、
蓮
沼
交

流
セ
ン
タ
ー
内
の
公
民

館
建
設
に
係
る
補
助
金
が
交

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
蓮

沼
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

終
了
し
た
た
め
、
減
額
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

予算審査特別委員会審査報告予算審査特別委員会審査報告
　平成30年度各会計予算関係議案、８議案を審査するため、定例会第３日目に予算審査特別委員会
が設置されました。
　宍倉弘康委員長、市川陽子副委員長が選任され、議長を除く全議員で委員会を構成し、３月６日と
７日の２日間開催されました。
　市長、関係部長等から説明があり、慎重に審査が行われました。
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市政を問う！一般質問

ページ 質問者（登壇順） 質　　　　問　　　　事　　　　項

8 代表質問
公明党 市

いち

川
かわ

　陽
よう

子
こ

①　市政について
②　公共交通について
③　教育について
④　福祉施策について
⑤　オリンピック・パラリンピックについて

9 公明党 長
は

谷
せ

部
べ

　竜
りゅう

作
さく

代表質問に対する関連質問
9 公明党 本

もと

山
やま

　英
えい

子
こ

10 個人質問
日本共産党 並

なみ

木
き

　幹
みき

男
お

①　介護保険制度について
②　山武市の経済再生について

11 個人質問
平成会 和

わ

田
だ

　喜
よし

治
はる

①　成東中学校の廃校問題について
②　少子化対策・こども園について
③　成東中央公民館について
④　蓮沼交流センターについて

12 個人質問
さんむ21 小

お

野
の

﨑
ざき

　正
まさ

喜
き
①　空港問題について
②　山武市総合計画と財政計画について

※ こちらのＱＲコードを読み取っていただくと、
インターネット議会中継がご覧になれます。

　一般質問（代表・個人）とは、議員が、市の事務の執行状況や将来の方針などについての報
告や説明を市長などに求め、市が適切な市政運営を進めているか、チェックするものです。
　質問の範囲は、市の行財政全般のほか、地域の住民生活に密接している事項など、多岐に
わたります。
　山武市議会では、議員は年４回の定例会で一般質問することができます
　議会だよりは、質問した議員が自ら原稿を作成し、それを掲載しています。
　今回の第１回定例会の会議録（６月中旬発行予定）は、図書館またはインターネットでご覧
いただけます。
　また、録画中継をインターネット（スマートフォン、タブレットでも可）でご覧いただけます。
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公
明
党

市い
ち
か
わ川　

陽よ
う

子こ
議　

員

始
予
定
で
す
。

ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
は
、
県
の
助
成
事
業
に
市

単
独
で
上
乗
せ
し
、
男
性
の

不
妊
治
療
に
も
対
応
す
る
制

度
と
し
、
年
間
10
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

問問　
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

成

東
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

に
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
開

設
し
ま
す
。
社
会
福
祉
士
も

配
置
し
、
相
談
全
般
か
ら
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
業
務
ま

で
開
始
し
ま
す
。

ツ
車
椅
子
体
験
、
福
祉
体
験

学
習
、
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ス
コ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
ス

リ
ラ
ン
カ
を
調
べ
る
学
習
や

発
表
会
、
一
校
一
国
運
動
な

ど
で
、
関
心
や
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。

問問　
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の

大
成
功
を
目
指
し
、
も

っ
と
か
か
わ
り
を
密
に
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答答　
市
長　

市
全
体
で
、

ど
の
よ
う
に
参
画
意
識

を
持
っ
て
い
く
か
、
市
を

P
R
す
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
い
き
ま
す
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

地

域
生
活
連
携
シ
ー
ト
や
、

脳
卒
中
連
携
パ
ス
は
、
医
療

関
係
者
と
福
祉
関
係
者
が
情

報
共
有
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

で
、
円
滑
な
地
域
生
活
へ
の

移
行
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問問　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
状
況
と
、
そ
の
後
の
相
談

数
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
成
東
保
健
セ
ン

タ
ー
３
階
に
開
設
し
、
愛
称

『
は
ぴ
ね
す
』で
す
。
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
、
妊
娠
届
時
、

姉
の
い
る
小
学
校
の
新
入
学

児
童
に
つ
い
て
は
、
既
に
認

定
を
受
け
て
お
り
、
小
中
学

校
と
も
、
３
月
中
旬
に
入
学

準
備
金
を
支
給
す
る
予
定
で

す
。
小
学
校
の
新
入
学
児
童

で
、
認
定
を
受
け
て
い
な
い

世
帯
に
つ
い
て
は
、
２
月
中

に
申
請
す
る
よ
う
案
内
を
し

て
お
り
、
申
請
を
受
け
、
３

月
の
教
育
委
員
会
会
議
で
認

定
を
行
っ
た
後
、
３
月
下
旬

の
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

転
入
時
、
生
後
２
カ
月
時
、

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
面
接

を
行
い
ま
す
。
相
談
人
数
は
、

延
べ
３
９
７
名
で
す
。

問問　
平
成
30
年
度
予
算
に

産
後
ケ
ア
事
業
、
市
独

自
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

内
容
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

産

後
ケ
ア
事
業
は
、
母
子

が
医
療
機
関
や
助
産
所
に
、

宿
泊
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

日
帰
り
で
通
所
す
る
デ
イ
ケ

ア
と
、
助
産
師
が
訪
問
す
る

産
後
ケ
ア
訪
問
を
委
託
し
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
事
業
開

問問　
残
り
２
年
間
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

答答　
総
務
部
長　

市
は
ス

リ
ラ
ン
カ
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

会
エ
ン
ブ
レ
ム
を
掲
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
組
織

委
員
会
が
認
め
る
P
R
用
ツ

ー
ル
を
活
用
し
ま
す
。

問問　
松
尾
小
学
校
、
山
武

南
中
学
校
の
２
校
が
県

の
指
定
を
受
け
て
の
オ
リ
パ

ラ
教
育
は
ど
う
か
。

答答　
教
育
部
長　

ア
ス
リ

ー
ト
を
迎
え
て
の
ス
ポ

ー
ツ
義
足
体
験
や
、
ス
ポ
ー

問問　
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
の
課
題
の
抽
出
と
対

応
策
の
検
討
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

１

回
目
は
、
協
議
会
の
設

置
目
的
と
本
市
の
状
況
、
２

回
目
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
仕
組
み
づ
く

り
を
目
標
と
し
、
市
の
課
題

の
報
告
を
受
け
、
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。
３
回
目
は
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
係
る
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

問問　
医
療
・
介
護
関
係
の

情
報
共
有
は
ど
う
か
。

問問　
通
学
路
合
同
点
検
等

の
実
施
計
画
の
要
望
で
、

ど
れ
ぐ
ら
い
危
険
箇
所
が
あ

る
の
か
。

答答　
教
育
部
長　

今
年
度

は
、
山
武
地
区
で
県
道

８
カ
所
、
市
道
13
カ
所
、
全

21
カ
所
で
す
。

問問　
就
学
援
助
・
要
保

護
・
準
要
保
護
に
係
る

支
援
の
本
年
度
の
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答答　
教
育
長　

中
学
校
の

新
入
学
生
徒
や
、
兄
、

し
た
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
を
、
平
成
30
年
度

内
に
策
定
し
ま
す
。

は
、
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答答　
財
政
課
長　

公
共
施

設
に
係
る
、
個
別
施
設

計
画
の
策
定
と
、
事
後
保
全

に
、
修
繕
工
事
等
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

問問　
中
小
企
業
の
投
資
を

後
押
し
す
る
固
定
資
産

税
の
特
例
を
創
設
し
、
も
の

づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

補
助
金
等
の
予
算
措
置
の
拡

充
・
重
点
支
援
を
、
国
と
市

が
一
体
で
行
い
、
一
歩
前
進

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答答　
経
済
環
境
部
長　

関

係
部
署
と
調
整
し
、
山

武
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
の
趣
旨
に
沿
い
、
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

問問　
今
後
の
計
画
の
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答答　
総
務
部
長　

法
律
が

改
正
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携

問問　
平
成
30
年
度
予
算
編

成
で
、
事
業
総
数
８
２
６

事
業
が
、
統
合
後
７
３
１
事

業
と
、
95
事
業
減
と
な
っ
た

が
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答答　
市
長　

予
算
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

答答　
総
務
部
長　

一
件
査

定
方
式
で
予
算
額
と
事

務
事
業
の
精
査
を
行
い
、
一

般
消
耗
品
や
普
通
旅
費
等
を

統
合
し
、
予
算
の
削
減
、
各

種
資
料
作
成
の
事
務
処
理
の

軽
減
、
伝
票
枚
数
の
削
減
で

効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え

ま
す
。

問問　
Ｆ
Ｍ（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）の
観
点

市
政
に
つ
い
て

市
政
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

福
祉
施
策
に
つ
い
て

福
祉
施
策
に
つ
い
て

代 表 質 問
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公
明
党

長は

せ

べ

谷
部　

竜り
ゅ
う
さ
く作

議　

員

公
明
党

本も
と
や
ま山　

英え
い

子こ
議　

員

問問　
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
は
、
補
助
金
交
付

団
体
の
自
立
を
促
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答答　
総
務
部
長　

補
助
金

の
終
了
と
と
も
に
、
活

動
が
終
了
し
て
し
ま
う
団
体

も
あ
る
事
か
ら
、
自
立
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

保
護
者
等
、
交
通
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

道
路
整
備
は
必
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問　
小
学
校
の
統
廃
合
に

よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

児
童
優
先
の
形
は
崩
さ
ず
に
、

混
乗
等
に
よ
る
一
般
市
民
の

利
用
は
可
能
か
。

答答　
教
育
長　

登
下
校
時

は
、
余
剰
の
席
が
見
込

め
な
い
た
め
、
混
乗
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
空
き

時
間
を
利
用
し
た
市
民
向
け

の
運
行
は
、
利
便
性
と
経
済

性
の
両
面
か
ら
の
検
討
が
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問問　
空
き
時
間
を
利
用
し

て
、
ル
ー
ト
を
変
え
て
、

運
行
す
る
事
は
可
能
か
。

答答　
総
務
部
長　

児
童
生

徒
の
登
下
校
を
最
優
先

と
し
、
一
般
市
民
の
た
め
に

有
効
活
用
す
る
た
め
の
課
題

等
、
先
進
事
例
等
を
研
究
し

て
、
検
討
を
行
い
た
い
と
考

え
ま
す
。

問問　
安
全
確
保
の
た
め
設

置
場
所
の
再
検
討
を
含

め
、
積
極
的
に
防
犯
灯
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う

か
。答答　

市
民
部
長　

防
犯
上
、

緊
急
性
が
高
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
市
が
主
体
的
に

設
置
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
対

応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

問問　
横
断
歩
道
等
の
道
路

標
示
が
消
え
て
い
る
箇

所
が
多
い
。
早
急
に
整
備
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答答　
市
民
部
長　

横
断
歩

道
等
の
整
備
は
、
県
の

公
安
委
員
会
の
所
管
で
す
。

市
と
し
て
は
、
早
急
な
整
備

改
善
の
対
応
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

問問　
山
武
中
学
校
周
辺
の

通
学
路
は
、
歩
道
が
少

な
く
、
カ
ー
ブ
が
多
く
、
見

通
し
も
悪
い
。
積
極
的
な
安

全
対
策
を
お
願
い
し
た
い
が

ど
う
か
。

答答　
都
市
建
設
部
長　

学

校
統
合
に
よ
り
、
生
徒
、

問問　
予
算
案
で
補
助
金
を

一
律
減
額
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
狙
っ
た
も

の
か
。

答答　
財
政
課
長　

補
助
金

一
律
０
・
５
％
の
削
減

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
後
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

討
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

29
年
３
月
に
、
国
が
補
助
要

綱
を
改
正
し
、
入
学
予
定
者

も
新
た
に
対
象
と
し
た
こ
と

か
ら
、
市
も
制
度
改
正
を
行

い
、
平
成
30
年
度
入
学
予
定

者
か
ら
、
入
学
前
の
支
給
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問問　
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
、
入
学
前
健
診
の
と

き
の
周
知
も
加
え
て
は
ど
う

か
。答答　

教
育
部
長　

議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
近
隣

自
治
体
で
も
そ
う
い
う
例
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
早
期

に
市
民
の
利
便
性
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
周
知
方
法
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

策
大
綱
を
策
定
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
文
科
省
と
厚
労
省

が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す

る
教
育
を
推
進
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
か
。

答答　
教
育
部
長　

趣
旨
を

踏
ま
え
た
中
で
、
市
で

統
一
し
た
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
、
市
内
の
全
て
の

学
校
が
、
同
一
歩
調
で
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
い
じ
め
防

止
対
策
事
業
の
中
に
新
た
な

事
業
と
し
て
予
算
計
上
し
て

い
ま
す
の
で
、
早
速
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

答答　
教
育
部
長　

小
学
校

は
、
文
部
科
学
省
の
要

保
護
児
童
生
徒
援
助
費
補
助

金
交
付
要
綱
を
参
考
に
、
検

問問　
不
登
校
の
生
徒
の
教

育
機
会
の
確
保
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
か
。

答答　
教
育
部
長　

不
登
校

の
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
学
校
と
の
関
係
が
途
切

れ
な
い
よ
う
、
常
に
連
絡
を

と
り
、
児
童
生
徒
個
々
に
応

じ
た
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
フ
ル
さ
ん
ぶ
と
い
う

適
応
指
導
教
室
へ
の
通
級
を

進
め
、
そ
こ
に
通
い
な
が
ら
、

学
校
に
登
校
が
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問問　
平
成
30
年
度
の
国
の

施
策
に
、
昨
年
７
月
に

政
府
が
新
し
い
自
殺
総
合
対

問問　
就
学
援
助
の
入
学
前

支
給
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
と
小
学
校
が
同
時
期
に

で
き
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
時
の
一
般

行
時
の
一
般
市市
民民

利
用
の
可
能

利
用
の
可
能
性性
にに

つ
い
て

つ
い
て

い
じ
め・不
登
校・教
育
相
談
の
充
実
に
つ
い
て

い
じ
め・不
登
校・教
育
相
談
の
充
実
に
つ
い
て

就
学
援
助
・
要
保
護
・
準
要
保
護
に

就
学
援
助
・
要
保
護
・
準
要
保
護
に

係
る
支
援
に
つ
い
て

係
る
支
援
に
つ
い
て

補
助
金
に
つ
い
て

補
助
金
に
つ
い
て

通
学
路
整
備
に
つ
い
て

通
学
路
整
備
に
つ
い
て

関 連 質 問
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日
本
共
産
党

並な
み

木き　

幹み
き

男お
議　

員

庫
補
助
金
の
確
保
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
現
状
で
の
予
算

確
保
に
努
め
、
事
業
の
継
続

を
し
て
い
き
ま
す
。

答答　
経
済
環
境
部
長　

商

店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
の
実
績
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
29
年
度
ま
で
の
補
助
金

交
付
件
数
が
35
件
、
補
助
金

額
１
，
６
５
０
万
円
と
な
り
、

店
舗
の
維
持
、
機
能
の
向
上

並
び
に
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
増

額
に
つ
い
て
は
、
現
状
予
算

の
確
保
に
努
め
、
事
業
の
継

続
を
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
と
は
…
地
域
経
済
を

「
庭
」、
地
元
の
中
小
企
業

を「
植
物
」に
見
立
て
、
地

域
と
い
う
土
壌
を
生
か
し

て
地
元
の
中
小
企
業
を
大

切
に
育
て
る
こ
と
に
よ
り

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
政
策
の
こ
と
。

け
て
、
国
に
中
小
企
業
基
本

法
や
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
の

振
興
の
基
本
と
な
る
条
例
を

整
備
し
よ
う
と
、
本
議
会
に

提
案
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
の
条
例
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
協
力
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
本
市
の
経
済
発
展
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
市
が
こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
経
済
振
興
策
の

中
で
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
や
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
の
実
績
と
、
こ
の
予

算
の
増
額
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答答　
都
市
整
備
課
長　

住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
実
績
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
に
、

件
数
で
２
５
３
件
、
補
助
金

額
２
，
５
２
４
万
４
，
７
０
０

円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
総
額
、

約
３
億
８
，
５
０
０
万
円
と

な
り
、
居
住
環
境
の
向
上
並

び
に
地
域
経
済
の
活
性
化
の

促
進
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

予
算
増
額
に
関
し
て
は
、
国

問問　
市
内
に
整
備
予
定
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

平

成
29
年
９
月
に
市
の
審

査
会
を
通
過
後
、
県
に
申
請

書
類
等
を
提
出
し
、
平
成
30

年
２
月
に
、
県
と
の
事
前
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
終
了
し
て
い
ま

す
。
３
月
に
行
わ
れ
る
県
の

審
査
会
で
審
査
を
行
い
、
４

月
に
補
助
金
等
の
内
示
、
開

発
審
査
会
や
建
設
の
入
札
等

を
行
い
、
今
年
度
の
秋
ご
ろ

建
設
を
開
始
し
、
平
成
32
年

３
月
の
開
設
を
、
予
定
し
て

い
ま
す
。

域
力
を
高
め
、
回
復
力
の
あ

る
地
域
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
※
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ん

む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
推
進
協
議
会
が
数
々
の

勉
強
会
を
経
て
ま
と
め
た
、

中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者

振
興
の
た
め
の
条
例
の
制
定

に
向
け
た
提
案
が
、
市
と
議

会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受

７
９
３
円
と
な
り
ま
す
。

問問　
介
護
保
険
財
政
の
制

約
は
、
第
１
号
被
保
険

者
保
険
料
が
、
高
齢
者
の
負

担
能
力
を
超
え
た
額
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ

の
解
決
方
法
は
、
公
費
部
分

を
拡
大
し
、
保
険
料
に
依
存

す
る
仕
組
み
を
改
革
し
て
い

く
以
外
は
な
い
。
国
庫
負
担

割
合
は
、
現
在
25
％
だ
が
、

こ
の
割
合
を
さ
ら
に
増
や
す

よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
国

保
と
同
じ
よ
う
に
、
市
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

法

定
負
担
割
合
を
超
え
て

行
う
こ
と
は
、
制
度
上
、
想

定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
厚
生
労

働
省
の
ほ
う
か
ら
、
費
用
負

担
の
公
平
性
を
損
な
う
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
適
当
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
国
の
示
す
負
担
割
合
で

対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問　
平
成
27
年
８
月
か
ら

介
護
保
険
利
用
者
の
う

ち
、
合
計
所
得
額
１
６
０
万

円
以
上
の
人
は
、
利
用
料
が

２
割
負
担
と
さ
れ
た
。
介
護

保
険
制
度
改
正
に
伴
う
利
用

者
負
担
の
状
況
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

２

月
１
日
現
在
の
２
割
負

担
者
数
は
、
認
定
者
数
２
，

７
１
６
人
の
う
ち
、
１
１
６

人
で
、
全
体
の
４
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

問問　
市
と
し
て
、
地
域
再

生
を
進
め
て
い
く
上
で

の
考
え
は
ど
う
か
。

答答　
経
済
環
境
部
長　

市

の
産
業
は
、
商
工
業
と

と
も
に
、
商
店
や
事
業
所
の

数
、
従
業
者
数
な
ど
が
減
少

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
企
業

の
成
長
に
よ
り
雇
用
を
確
保

し
、
住
民
の
所
得
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
経
済
的
な
地

問問　
高
齢
者
の
限
界
を
は

る
か
に
超
え
て
、
上
昇

を
続
け
る
介
護
保
険
料
を
ど

う
す
る
か
は
、
介
護
保
険
の

最
大
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
、
平
成
27
年

４
月
に
公
表
し
た
、
全
国
の
、

第
６
期
介
護
保
険
料
は
、
前

期
と
比
べ
て
10
・
９
％
増
の

５
，
５
１
４
円
と
な
っ
た
。

平
成
32
年
度
の
保
険
料
の
推

計
は
、
36
・
９
％
増
の
６
，

７
７
１
円
、
平
成
37
年
度
に
は

64
・
２
％
増
の
８
，
１
６
５

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
の
第
７
期
の
保
険
料
額
と
、

平
成
37
年
度
の
保
険
料
推
計

額
は
ど
う
か
。

答答　
保
健
福
祉
部
長　

第

７
期
介
護
保
険
料
基
準

額
は
、
月
額
で
５
，
４
０
０

円
で
す
。
ま
た
、
平
成
37
年

度
に
お
け
る
推
計
額
は
７
，

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

市
の
経
済
再
生
に
つ
い
て

市
の
経
済
再
生
に
つ
い
て

個 人 質 問
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統合が検討されている成東中学校

平
成
会

和わ

だ田　

喜よ
し

治は
る議　

員

答答　
総
務
部
長　

委
託
料

は
、
施
設
全
体
で
５
，

３
９
０
万
４
０
０
０
円
で
す
。

答答　
教
育
部
長　

公
民
館

部
分
の
使
用
者
数
は
年

間
２
，
０
０
０
名
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問問　
１
ヶ
月
前
に
静
岡
県

河
津
町
の
首
長
が
、
人

口
７
，
０
０
０
人
の
町
に
、

蓮
沼
地
区
と
同
じ
よ
う
に
津

波
対
策
と
称
し
て
、
16
億
円

を
か
け
複
合
施
設
を
建
設
し

ま
し
た
。
町
の
予
算
は
約
40

億
円
で
、
非
難
の
声
が
あ
が

り
、
こ
の
町
の
首
長
は
リ
コ

ー
ル
成
立
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
旧
蓮
沼
村
の
予
算
は
、

18
年
１
月
で
す
が
、
26
億
４
，

５
０
０
万
円
で
し
た
。
現
在

の
蓮
沼
地
区
の
人
口
は
４
，

０
０
０
人
程
で
す
の
で
、
合

併
前
で
し
た
ら
大
変
な
騒
ぎ

に
な
っ
た
は
ず
で
す
。
箱
物
建

設
に
力
を
入
れ
て
い
た
関
係

で
、
人
口
は
７
，
０
０
０
人

以
上
の
減
少
で
す
。
東
金
市
、

大
網
白
里
市
で
は
、
人
口
減

少
が
５
０
０
人
程
度
で
す
の

で
、
こ
れ
は
、
現
市
長
に
責

任
が
あ
り
ま
す
。

答答　
市
長　

言
い
訳
に
な

り
ま
す
の
で
、
答
弁
は

あ
り
ま
せ
ん
。

う
こ
ど
も
園
は
と
も
か
く
、

成
東
駅
前
広
場
は
、
自
慢
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
東
駅
前
は
閑
散
と
し
て
寂

し
く
な
っ
た
だ
け
で
す
。
こ

ど
も
園
を
進
め
、
幼
保
一
元

化
に
向
け
た
努
力
は
認
め
ま

す
。
し
か
し
、
計
画
性
に
対

し
て
、
疑
問
点
が
多
く
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
の
出
生
数
等

を
考
え
る
と
、
な
る
と
う
こ

ど
も
園
を
除
い
た
４
園
は
、

統
廃
合
の
危
機
に
立
た
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
ち
ら

も
自
慢
で
き
る
話
で
は
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
状
を
見

て
市
長
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

答答　
市
長　

各
地
域
に
そ

れ
ぞ
れ
必
要
だ
っ
た
と

考
え
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

成
東
地
区
は
、
な
る
と
う
こ

ど
も
園
、
し
ら
は
た
こ
ど
も

園
の
２
つ
で
対
応
で
き
る
見

込
み
で
す
。

が
、
委
託
料
と
使
用
者
数
は
、

ど
の
く
ら
い
予
定
し
て
い
ま

す
か
。

問問　
合
併
し
て
12
年
を
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
市
長
が
こ
の
問
題
に
取

り
組
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
、

子
ど
も
の
数
が
10
年
前
に
比

べ
る
と
、
０
歳
児
〜
９
歳
児

の
人
口
が
、
１
３
４
７
人
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
箱
物
建

設
で
は
人
口
は
増
え
ま
せ
ん
。

何
か
一
つ
で
も
人
口
増
加
に

繋
が
っ
た
事
業
を
し
ま
し
た

か
。答答　

市
長　

こ
れ
ま
で
い

ろ
い
ろ
な
形
で
、
ご
質

問
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

結
果
と
し
て
、
人
口
増
加
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
特

に
お
答
え
出
来
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問問　
他
地
区
に
は
い
ろ
い

ろ
な
箱
物
建
設
を
し
て

き
た
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

市
長
は
、
成
東
地
区
に
は
成

東
駅
前
広
場
と
、
な
る
と
う

こ
ど
も
園
を
造
っ
た
と
自
慢

し
て
お
り
ま
す
が
、
な
る
と

問問　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
指
定
管
理
者
の
も

と
で
管
理
さ
れ
る
よ
う
で
す

責
任
問
題
に
発
展
し
ま
す
。

次
期
市
長
の
も
と
で
の
教
育

長
・
教
育
委
員
を
す
る
こ
と

は
、
考
え
も
の
で
す
。
出
処

進
退
は
、
自
分
で
決
め
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
方
た
ち
を

救
う
の
は
、
市
長
が
再
度
市

長
選
に
立
候
補
し
再
選
を
果

た
す
こ
と
で
す
。
そ
の
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
答
弁

し
て
く
だ
さ
い
。

答答　
市
長　

答
弁
な
し

問問　
現
教
育
長
・
教
育
委

員
は
反
省
も
な
く
、
今

回
ス
リ
ラ
ン
カ
国
を
視
察
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
30

年
度
の
当
初
予
算
に
、
２
０
０

万
円
の
要
求
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
全
員
協
議
会
で

反
対
し
ま
し
た
が
、
一
人
の

意
見
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
成
東
地
区
・
大
富
地

区
の
方
々
は
目
を
覚
ま
さ
な

け
れ
ば
、
成
東
中
学
校
廃
校

問
題
は
現
実
の
も
の
と
な
り

ま
す
。
次
期
市
議
会
選
挙
で

は
、
し
っ
か
り
し
た
判
断
を

示
し
て
下
さ
い
。
椎
名
市
長

は
成
東
中
学
校
問
題
で
は
い

ろ
い
ろ
な
方
に
迷
惑
を
か
け

た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
答

弁
は
あ
り
ま
す
か
。

答答　
市
長　

新
し
い
市
長

の
も
と
で
、
再
検
討
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
悪
い

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

状
況
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ

か
ら
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

か
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
、

そ
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
検

討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

問問　
私
は
こ
の
間
題
を
２

年
間
追
求
し
て
き
ま
し

た
。
２
年
前
ま
で
は
教
育
委

員
会
・
教
育
委
員
の
間
で
は
、

建
て
直
す
と
い
う
方
向
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
２
年
前
に
市
長
の
強
い

意
見
で
、
二
日
間
の
議
論
を

し
た
後
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら

れ
て
き
た
成
東
中
学
校
の
建

て
直
し
は
、
東
中
学
校
と
統

合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
市
長
と
の
意
見
交

換
の
席
に
、
成
東
地
区
の
教

育
委
員
が
い
な
か
っ
た
こ
と

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
き
て
次
の
市
長
候

補
の
ふ
た
方
よ
り
、
成
東
中

学
校
の
廃
校
は
考
え
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

現
教
育
長
・
教
育
委
員
は
、

成
東
中
学
校
廃
校
と
い
う
こ

と
で
、
進
め
て
き
た
こ
と
は

間
違
い
の
よ
う
で
す
の
で
、

成
東
中
学
校
の
廃
校
問
題
に
つ
い
て

成
東
中
学
校
の
廃
校
問
題
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
・
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
・
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
・
成
東
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
・
成
東
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

個 人 質 問
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飛行機が飛び立つ成田空港

さ
ん
む
21

小お

の野
﨑ざ

き　

正ま
さ

喜き
議　

員

に
期
待
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

成
田
空
港
の
問
題
で
す
が
、

私
の
任
期
中
、
力
足
ら
ず
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
許
し
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
成
田
空

港
の
必
要
性
と
騒
音
の
影
響

を
こ
う
む
る
と
い
う
相
反
す

る
問
題
は
、
大
変
難
し
い
問

題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
ご

見
識
、
手
腕
に
期
待
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

お
骨
折
り
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

画
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
の
経
済
対
策
事
業
や
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復
興

事
業
、
ま
た
、
公
共
施
設
等

の
耐
震
や
老
朽
化
に
よ
る
改

修
事
業
な
ど
に
係
る
経
費
が

か
さ
ん
で
増
額
と
な
り
、
合

併
当
初
の
見
込
み
を
上
回
る

予
算
規
模
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
市
長
の
任
期
も
残
す

と
こ
ろ
も
わ
ず
か
、
最

後
に
、
山
武
市
の
こ
れ
か
ら

の
展
望
に
つ
い
て
、
市
長
の

思
い
を
伺
う
。

答答　
市
長　

ご
質
問
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
野
﨑
議
員
か
ら
は
、
今
議

会
、
総
合
計
画
、
財
政
計
画
、

成
田
空
港
と
地
域
の
問
題
に

つ
い
て
ご
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
だ
い
ま
の
ご
質

問
の
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
の

市
の
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
し
っ
か
り
と
計

画
性
を
持
っ
て
進
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
将
来
に
向
け

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
中
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
執
行
部
の
手
腕

月
ま
で
に
素
案
を
策
定
予
定

で
、
平
成
31
年
の
議
会
第
１

回
定
例
会
に
、
次
期
総
合
計

画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
、

議
案
と
し
て
、
提
出
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
山
武
市
が
誕
生
し
５

年
目
に
定
め
た
財
政
計

画
と
実
際
の
財
政
状
況
は
、

余
り
に
も
乖か

い

離り

し
て
い
る
。

何
の
た
め
の
財
政
計
画
な
の

か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と

思
う
が
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答答
財
政
課
長　

議
員
が
言

わ
れ
た
と
お
り
、
合
併

後
10
年
間
で
の
予
算
規
模
を
、

１
９
０
億
円
程
度
に
す
る
計

問問　
市
独
自
の
基
本
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
、
市
民

に
お
示
し
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

答答　
総
務
部
長　

市
と
し

て
も
、
ご
提
案
の
趣
旨

を
受
け
と
め
、
独
自
性
の
あ

る
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答答　
市
長　

住
民
の
方
々

に
ご
理
解
を
い
た
だ
く

と
い
う
よ
り
も
、
少
し
で
も

ご
納
得
を
い
た
だ
け
る
よ
う

な
努
力
を
、
市
と
し
て
も
最

大
限
、
努
力
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
県
で
は
、
国
、
空
港

会
社
と
連
携
を
図
り
成

田
空
港
周
辺
の
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
基
本
プ
ラ
ン
を
示

問問　
市
長
の
任
期
に
合
わ

せ
、
１
年
先
送
り
と
な

っ
た
次
期
総
合
計
画
の
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答答　
総
務
部
長　

４
年
間

の
市
長
任
期
と
連
動
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
な

環
境
変
化
や
施
政
方
針
等
、

計
画
と
実
態
が
乖か

い

離り

し
な
い

よ
う
、
機
動
的
か
つ
柔
軟
な

対
応
が
で
き
る
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

４
月
の
市
長
選
挙
後
に
、

施
策
体
系
を
決
定
し
、
そ
の

後
、
施
策
重
点
分
野
の
決
定
、

目
標
値
の
設
定
を
行
い
、
12

さ
れ
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

答答　
総
務
部
長　

市
町
か

ら
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た

上
で
、
県
庁
内
の
関
係
部
署

の
職
員
で
構
成
さ
れ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
協
議
・

検
討
が
加
え
ら
れ
、
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問問　
自
治
体
連
絡
協
議
会

で
、
機
能
強
化
案
に
対

し
て
再
度
、
要
望
書
を
提
出

し
回
答
が
示
さ
れ
た
が
、
市

長
の
見
解
は
ど
う
か
。

答答　
市
長　

国
や
空
港
会

社
も
、
国
際
競
争
力
の

強
化
と
住
民
の
生
活
環
境
保

全
の
両
立
と
い
う
観
点
か
ら
、

９
市
町
の
要
請
に
対
し
て
、

可
能
な
限
り
の
回
答
で
あ
っ

た
と
受
け
と
め
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま

す
。問問　

今
回
示
さ
れ

た
回
答
、
新
た

な
機
能
強
化
案
で
、

特
に
騒
音
下
の
住
民

の
方
々
に
理
解
が
得

ら
れ
る
の
か
ど
う
か

疑
問
で
あ
る
。
そ
の

辺
を
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
。

空
港
問
題
に
つ
い
て

空
港
問
題
に
つ
い
て

山
武
市
総
合
計
画
と
財
政
計
画
に
つ
い
て

山
武
市
総
合
計
画
と
財
政
計
画
に
つ
い
て

個 人 質 問
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総務常任委員会の様子

文教厚生常任委員会の様子

経済建設常任委員会の様子

込
ん
だ
件
数
よ
り
少
な
い
が
、

近
年
の
状
況
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答答　
申
請
件
数
は
、
平
成

26
年
度
57
件
、
平
成
27

年
度
53
件
、
平
成
28
年
度
37

件
、
平
成
29
年
度
は
、
２
月

末
現
在
で
35
件
と
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
各
世
帯
で

設
置
し
て
あ
る
単
独
浄
化
槽

や
、
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併

浄
化
槽
へ
転
換
し
た
場
合
の

工
事
費
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
す
が
、
工
事
費
が
高

額
な
こ
と
や
、
合
併
浄
化
槽

へ
転
換
を
予
定
し
て
い
る
方

の
転
換
工
事
が
、
概
ね
終
了

し
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
減

少
の
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

答答　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
が
義
務
付

け
ら
れ
い
て
い
る
、
保
健
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福

祉
士
等
の
人
材
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
が
、
一
つ
の
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

経
済
建
設
常
任
委
員
会　

（
３
月
５
日
開
催
）

議
案
第
３
号
、
議
案
第
22
号
、

議
案
第
23
号
、
議
案
第
24
号
、

議
案
第
25
号
の
一
部
、
議
案

第
30
号
、
議
案
第
31
号

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約 

＊
議
案
第
25
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

問問　
浄
化
槽
設
置
支
援
事

業
の
実
績
が
、
当
初
見

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会　

（
３
月
２
日
開
催
）

議
案
第
４
号
、
議
案
第
15
号
、

議
案
第
16
号
、
議
案
第
18
号
、

議
案
第
20
号
、
議
案
第
21
号
、

議
案
第
25
号
の
一
部
、
議
案

第
26
号
の
一
部
、
議
案
第
28

号
、
議
案
第
29
号（

原
案
可
決
）

請
願
第
１
号　
　
　
（
採
択
）

陳
情
第
１
号
、
陳
情
第
２
号

（
採
択
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約 

＊
議
案
第
25
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

問問　
さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館

で
行
う
大
規
模
改
修
の

内
容
及
び
期
間
は
ど
う
か
。

答答　
長
期
修
繕
計
画
に
よ

り
改
修
内
容
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
31
年
度
の
事
業
と

し
て
、
利
用
者
に
不
便
と
な

ら
な
い
よ
う
工
事
期
間
を
定

め
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
委
託
事
業
者
の
公

募
を
し
た
際
、
応
募
が
な
か

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

理
由
は
何
か
。

　　

総
務
常
任
委
員
会　
　

（
３
月
１
日
開
催
）

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
、

議
案
第
５
号
、
議
案
第
６
号
、

議
案
第
７
号
、
議
案
第
８
号
、

議
案
第
９
号
、
議
案
第
10
号
、

議
案
第
11
号
、
議
案
第
12
号
、

議
案
第
13
号
、
議
案
第
14
号
、

議
案
第
17
号
、
議
案
第
19
号
、

議
案
第
25
号
の
一
部
、
議
案

第
26
号
の
一
部
、
議
案
第
27

号

（
原
案
可
決
）

＊
委
員
会
質
疑
要
約 

＊
議
案
第
６
号
に
つ
い
て

問問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
者
数
及
び
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
。

答答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
者
数
の
割
合

は
、
12
・
３
％
で
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
で
、
住
民
票
等

を
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
窓
口
よ
り
も
安
く
、
ま

た
、
窓
口
の
受
付
時
間
や
、

平
日
以
外
で
も
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
、
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

＊
議
案
第
25
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

問問　
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
及
び
就
業
環
境
改
善

推
進
事
業
の
予
算
が
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答答　
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
現
在

５
件
の
申
請
が
あ
り
、
平
成

28
年
度
の
繰
越
予
算
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

就
業
環
境
改
善
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
し
、
大
学
と
連

携
し
な
が
ら
、
成
田
空
港
関

連
企
業
等
へ
の
就
業
を
促
進

す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
デ

ー
タ
収
集
等
を
行
い
ま
し
た
。

各常任委員会審査報告各常任委員会審査報告
　市議会には、総務・文教厚生・経済建設の３つの常任委員会が設置されています。

　常任委員会では、本会議で審査を付託された議案等について、専門的に審査を行い、

採決した結果を本会議に報告します。
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条例の制定に向けた提案を正副議長及び市長に
提出（平成29年６月）

※ 

「
さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
推
進
協
議
会
」
は
、

山
武
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
を

網
羅
し
た
新
し
い
連
携
を
と
お

し
て
、
個
々
の
企
業
が
繁
栄
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の

内
発
的
な
発
展
を
促
進
し
、
も

っ
て
山
武
地
域
全
体
が
潤
う
た

め
の
地
域
内
循
環
経
済
の
形
成

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て

も
、
中
小
企
業
等
の
振
興
に
関
す

る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
条
例

の
制
定
が
増
加
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
中
小
企
業
振
興
に
係

る
施
策
を
進
め
て
い
く
上
で
、
条

例
の
必
要
性
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成

29
年
６
月
に
「
さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
協
議
会

（
※
）」
か
ら
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
振
興
の
た
め
の
条
例
の

制
定
に
向
け
た
提
案
」
の
提
出
が

あ
り
、
条
例
制
定
に
向
け
た
動
き

が
更
に
加
速
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
諸
団
体
と
の
調

整
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実

施
さ
れ
、
平
成
30
年
山
武
市
議
会

第
１
回
定
例
会
に
本
議
案（
条
例
）

が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
企
業
の
大
多
数
を
占
め
る

中
小
企
業
者
は
、
地
域
経
済
の
原

動
力
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
成

長
・
発
展
は
雇
用
の
創
出
や
税
収

の
増
加
を
も
た
ら
し
、
地
域
経
済

が
活
性
化
さ
れ
、
や
が
て
は
「
市

民
生
活
の
向
上
」
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

本
市
が
将
来
に
渡
り
、
ま
ち
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
地
域
産

業
の
中
心
と
な
る
中
小
企
業
の
活

力
を
維
持
・
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
中
小
企
業
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
の
重
要
性
を

理
解
し
、
地
域
社
会
全
体
で
中
小

企
業
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
に
よ
り
、
市
、
中

小
企
業
者
等
、
中
小
企
業
団
体
、

大
企
業
者
、
金
融
機
関
、
教
育
機

関
、
市
民
の
役
割
が
明
確
に
な
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
中
小
企

業
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
中
小
企
業
者
の
健
全

な
発
展
と
本
市
の
活
性
化
、
並
び

に
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

条
例
制
定
の
過
程

　

国
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
の

中
小
企
業
憲
章
の
閣
議
決
定
以
降
、

中
小
企
業
、
小
規
模
企
業
を
中
心

に
据
え
た
法
整
備
を
行
い
、
施
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
山
武
市
議
会
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
「
山
武
市
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
」
は
、
３
月
14
日
に
原
案
可

決
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
30
年
４
月

１
日
施
行
）。

　

こ
の
条
例
は
、
小
規
模
事
業
者

を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
の
振

興
施
策
を
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
推
進
し
、
中
小
企
業
者
等
の

持
続
的
な
成
長
、
発
展
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
発
展
及

び
市
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

基
本
条
例
と
は
、
地
方
自
治
体

の
責
任
に
お
い
て
、
基
本
的
な
考

え
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を

宣
言
す
る
も
の
で
、
こ
の
条
例
は
、

地
域
の
雇
用
や
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
市
の

姿
勢
を
広
く
示
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

〝
地
域
の
事
業
者
を
育
て
る
！
〞

山
武
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

14山武市議会だより第48号　 平成30年 5月 1日



山武市議会ってどんなところ？
～市議会の仕組みや働きについてお知らせします～

市では、福祉、教育、道路など、市民の生活に深く関わる様々な仕事をしています。
このため、市政には、市民の意見が十分反映されなければなりません。そこで、市民の皆
さんは、その代表者として、市議会議員や市長を直接選挙し、市政の運営をゆだねています。

市 議 会の
し く み

議決、調査・検査
市議会

請願・陳情

広報
選挙

選挙

会議の公開

市 民

予算・条例などを提案

行政サービス

市 長
　市議会は、市の予算や
条例など、重要な市政運営
の方針を決定し、市政が適
正に行われているかチェッ
クをする、議決機関として
の役割を持っています。

　市長は、市議会の決定
に基づいて、市民のため
の仕事を実際に進めてい
く執行機関としての役割
があります。

市議会と市長は、独立・対等で車
の両輪のような関係にあり、互いに
尊重し、議論し合いながら、住みよ
い市をつくるために努力しています。

●議案の提出
市長や議員が、市が行う仕事、
お金の使い方、決まりごとな
どについて、提案を行います。

●議案の説明，質疑
市長から議案内容の
説明があり、議員の
質問が行われます。
その後、委員会に議
案を振り分けます。

●請願・陳情の提出
市民のみなさんが直接市議会
に提案できる要望です。

●議決
本会議で可決された
議案は市長に届けられ、
実行に移されます。

●意見書
市だけでは解決できな
いことは、国や県などへ
意見書として提出して、
議論してもらいます。

●委員会報告
各委員会の審査報告を行います。

●議案の審査
専門分野に分かれた委員会
で詳細に審査をします。

市には、
＊総務常任委員会
＊文教厚生常任委員会
＊経済建設常任委員会
のほか特別委員会が設置さ
れています。

●採決
各議案について多数決で採決を行います。

本会議

本会議

委員会

市 議 会 の 流 れ

山武市議会だより第48号　 平成30年 5月 1日15



議場で挨拶を述べる
椎名前市長

▲ 挨拶を述べる
越川議長

▲研修の様子

▼ オープンした蓮沼
交流センター

▲バイオマス体験棟の視察

山村武彦氏の講演の様子
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編
集
後
記

　

今
回
は
、
平
成
30
年
３
月
に
行

わ
れ
た
第
１
回
定
例
会
に
つ
い
て

編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、

よ
り
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
回
は
８
月
１
日
㈬
発

行
予
定
で
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

和
田　

喜
治

副
委
員
長　

長
谷
部
竜
作

委　
　

員　

本
山　

英
子

委　
　

員　

石
川　

和
久

委　
　

員　

並
木　

一
寅

平
成
30
年 

第
２
回
定
例
会

（
予
定
）

６
／
１
㈮　

開
会

６
／
８
㈮　

一
般
質
問

６
／
11
㈪　

一
般
質
問

６
／
12
㈫　

一
般
質
問
、
議
案
質
疑
、

　
　
　
　
　

委
員
会
付
託

６
／
13
㈬　

総
務
常
任
委
員
会

６
／
14
㈭　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
／
15
㈮　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

６
／
21
㈭　

閉
会

※ 

日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

任
期
最
後
の
議
会
定
例
会

閉
会
に
あ
た
り
、
椎
名
前
市

長
よ
り
次
の
と
お
り
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

山
武
市
議
会
が
山
武
市
の

融
合
、
統
一
に
向
け
て
心
を

一
つ
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
難
し
い
当
時
の
成

東
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法

人
化
、
ま
た
、
２
０
１
１
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
早
期
の
復
旧
・
復
興
、

地
方
分
権
、
地
方
創
生
、
オ

リ
・
パ
ラ
へ
の
取
り
組
み
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
常
々
、
議
会
と
市

執
行
部
は
車
の
両
輪
と
言
っ

て
き
ま
し
た
。
互
い
に
信
頼

し
合
え
る
関
係
を
構
築
で
き

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
と
し
て
は
、
持
て
る

力
を
出
し
切
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
市
に
ど
れ
ほ
ど

の
貢
献
が
で
き
た
の
か
、
心

も
と
な
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

医
療
、
病
院
を
守
る
こ
と
、

２
つ
の
高
校
を
存
続
さ
せ
続

け
る
こ
と
、
義
務
教
育
の
学

校
統
合
の
問
題
、
空
港
圏
と

し
て
、
騒
音
問
題
に
対
処
し

な
が
ら
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
等
々
、
議
会
と
し

て
、
あ
る
い
は
、
市
民
と
の

距
離
を
い
か
に
縮
め
る
か
と

い
う
よ
う
な
課
題
も
残
さ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
が
こ
れ
か
ら
も
良

識
の
府
と
し
て
、
市
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
、
功
績
を

長
く
と
ど
め
る
こ
と
を
、
そ

し
て
、
市
と
と
も
に
議
会
が

前
進
す
る
こ
と
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
お
礼
の
挨
拶
と
し

ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

蓮
沼
庁
舎
跡
地
に
新
設
さ

れ
た
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
が

３
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
公
民
館
や

健
康
増
進
室
、
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
タ
ジ
オ
等
で
構
成
さ
れ
る

津
波
避
難
の
た
め
の
機
能
を

備
え
た
複
合
施
設
で
す
。

　

地
域
の
防
災
、
交
流
の
拠

点
と
し
て
、
多
く
の
方
の
利

用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

湯
沢
市
議
会

　

平
成
30
年
１
月
24
日
、
秋

田
県
湯
沢
市
議
会
か
ら
、
会

派
３
名
の
方
が
視
察
に
お
い

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

に
つ
い
て
、
農
林
水
産
課
の

職
員
か
ら
説
明
を
行
っ
た
後
、

バ
イ
オ
マ
ス
体
験
棟
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
現
地

を
見
な
が
ら
、
運
用
等
を
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
﨑
正
喜
前
経
済
建
設

常
任
委
員
会
委
員
長
も
出
席

し
、
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
１
月
19
日
、
東

金
文
化
会
館
で
千
葉
県
南
市

議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
・

危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

山
村
武
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
最
近
の
大
規
模
災
害
に
学

ぶ
〜
自
助
・
近
助
・
共
助
で

つ
く
る
地
域
防
災
〜
」と
題

し
、
災
害
時
に
お
け
る
市
議

会
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

災
害
は「
い
つ
か
来
る
」で

は
な
く「
明
日
来
る
」と
考
え

な
が
ら
、
日
頃
か
ら
の
備
え

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
や
市
議
会
と
し
て

の
動
き
を
丁
寧
に
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

椎
名
前
市
長
よ
り
任
期
最
後
の
挨
拶

よ
う
こ
そ
山
武
市
へ 

―
他
自
治
体
か
ら
の
視
察
―

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
！

千
葉
県
南
市
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会
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